
令和６年度の取組状況報告

　

奈良県熊野川上流部大規模氾濫に関する減災対策協議会

資料２



共通 ・ 国管理区間 ・ 県管理区間

防災教育の様子

五條市の令和６年度の取組状況

◎取組概要

1

なし連携機関五條市取組機関

No.２９ 小中学校や地域を対象とした水災害教育の実施取組内容

様式２

五條市では平成２３年９月の紀伊半島大水害を風化させないために、これからの将来を担う子どもたち

へ災害の恐ろしさや災害から学んだ教訓を継承しています。

▼内容

・五條中学校・五條小学校・五條南小学校の生徒を対象に令和６年
８月２７日に災害発生現場で防災教育を実施。
・実際に災害対応を行った元市職員から話を聞き、被災地（五條市
大塔町 宇井地区）を見学。
・自分たちが住んでいる地域を舞台にハザードマップを活用し、マ
イタイムライン作り訓練を実施。
・段ボールベッド等の組立を通した避難所体験を実施。

▼感想等

実際に被災地を視察し、復旧された現在と当時を見比べてもらった。
机上で学習するよりも被害の規模や復旧復興までのイメージが湧き、
より一層の理解を深めれたと思われる。防災教育を受けた学生たちか
らも色々な質問が出て熱心さが伝わってきた。
マイタイムライン作りでは、自宅や学校、避難所を結ぶ経路にどのよう
な危険箇所があるか確認できたことに加え、早めの避難の重要性や事
前にできる取り組みについて学んでもらうことができた。



共通 ・ 国管理区間 ・ 県管理区間

十津川村の令和６年度の取組状況

◎取組概要

防災対策を主題とした地区別懇談会を開催

〇日 時：令和6年7月25日~10月10日
（地区別に合計9回実施）

〇対象者：全村民
〇内 容：地区防災計画の策定に関する案内、促進

防災倉庫について
防災訓練の実施について
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なし連携機関十津川村取組機関

No.29 村民を対象とした防災説明会の実施取組内容

様式２

懇談会の様子

工夫した点
➀令和６年能登半島地震の状況について現地で実際に支援を行った職員が当時の状況を説明した。また日向灘の地震
により発表された南海トラフ地震臨時情報から、災害への備えと村での対応について説明し、改めて自助・共助の重要
性について触れ、地区防災計画の策定を促した。
②蓄電池やガス発電機等の展示、紹介
③様々な内容の訓練を例に、防災訓練の実施について呼びかけた。



共通 ・ 国管理区間 ・ 県管理区間

天川村の令和６年度の取組状況

◎取組概要
開催日時：令和6年7月8日（月）
対 象 者 : 天川小中学校４年生～9年生
実施内容
天川小中学校４年生～9年生を対象に、天川村で行っている防災対策や避難所の運営等を学習し、 もし
災害が発生し、避難所で生活する状況になった時、自分達ができることは何かを考えるワーク ショップ
を実施しました。
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なし連携機関天川村取組機関

No.29 小中学校や地域を対象とした災害教育の実施取組内容

様式２



共通 ・ 国管理区間 ・ 県管理区間

下北山村の令和６年度の取組状況

◎取組概要
陸路の搬送ルートが途絶した場合を想定した想定し、空路による搬送手順の確認と支援機器及び人員の搬送訓練のほか、
役場職員た住民への災害対策用移動通信機器等の操作体験訓練等を実施することにより、防災意識の高揚と地域防災力
の向上を図る目的で実施しました。
また、中学生を対象に電波教室を開催し、災害時に利用する無線の仕組み等について学ぶ機会を提供しました。

○日時 令和６年１１月１３日(水)、１４日(木)

○実施場所 下北山小中学校、下北山村役場、
下北山スポーツ公園及び池原公民館

○訓練の内容
（１）ヘリコプターによる近畿総合通信局の移動通信機器等（※）の搬送
（２）下北山小中学校 後期課程（中学生）生徒への電波教室及び通信機器操作体験
（３）住民参加による通信機器及びＬＰＧ エンジン式発電機操作体験
（４）下北山村役場と下北山スポーツ公園及び池原公民館との間等の通信確保訓練
（５）耐災害性の高いネットワーク技術を活用した通信網を利用した下北山村と奈良県

との間の通信確保訓練
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総務省近畿総合通信局・奈良県連携機関下北山村取組機関

No.32 近畿総合通信局と下北山村との共同防災訓練取組内容

様式２



共通 ・ 国管理区間 ・ 県管理区間

上北山村の令和６年度の取組状況

◎取組概要
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なし連携機関上北山村取組機関

No.32 地域版タイムライン作成研修の実施、法面対策の実施取組内容

様式２

地域場タイムライン作成研修の実施

一般財団法人消防防災科学センターの令和6年度市町村
防災研修事業を活用し、消防団や民生委員、区長を対象
に、地域版タイムライン（風水害）作成研修を実施した。

災害防除事業

道路防災機能の向上や、交通安全・移動上の利
便性を確保するため、村道の法面対策を行いま

した。(村道和佐又～伯母峰峠)



共通 ・ 国管理区間 ・ 県管理区間

野迫川村の令和６年度の取組状況

◎取組概要
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1.広域消防組合野迫川分署及び消防団
２奈良県

連携機関野迫川村取組機関

㊵水防団等との情報伝達訓練の実施取組内容

様式２

２．県補助金を活用した避難所移転事業の実施

〇実施期間： 令和６年度～令和７年度
○活用した補助金：奈良県土砂災害緊急安全確保対策促進事業補助金
○スケジュール：令和６年度に用地取得事業、令和７年度に造成工事、避難所
設置工事等を実施予定

※令和６年１１月５日 奈良県庁の知事室において交付申請式実施
※参加機関： 野迫川村、奈良県砂防・災害対策課

（交付申請式の様子）

１．奈良県広域消防組合野迫川分署及び地元消防団との情報伝達訓練

○日 時：令和６年１１月１６日
〇参加機関： 野迫川村、奈良県広域消防組合野迫川分署、消防団
〇実施期間： 令和６年度
○奈良県広域消防組合野迫川分署の呼びかけにより実現
○得られた成果
消火訓練と合わせて、トランシーバー等による非常時の情報伝達訓練を行うこと
で、各機関の連携を深めることができた。 （訓練時の様子）



共通 ・ 国管理区間 ・ 県管理区間

◎取組概要
Ｈ23年の台風１2号以降、大量の土砂が河川内に流出・堆積し、洪水により氾濫する恐れがある。
洪水を河川内で安全に流す対策として、堆積土砂の除去工事を実施した。また、追加の処分地の確保が重
要な課題となっており、処分地確保の工事を今後予定している。

◎実施概要・位置図
工事名 ：川原樋川 浚渫工事
工 期 ：Ｒ５.１2/１2～Ｒ6.6/28
工事箇所：五條市大塔町清水・宇井
工事概要：Ｌ=５００ｍ
(令和５～6年にかけて約33,０００ｍ3を撤去)

奈良県の令和６年度の取組状況
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なし連携機関奈良県（五條土木事務所）取組機関

No.１ 洪水を河川内で安全に流す対策に関する事項（堆積土砂撤去）取組内容

様式２

工事実施箇所

工事前 工事後

工事前 工事後

処分場

浚渫箇所

【浚渫箇所】

【処分場】



共通 ・ 国管理区間 ・ 県管理区間

奈良県の令和６年度の取組状況

◎取組概要

◎実施概要・位置図
【工事名】滝川 堆積土砂撤去工事 【工事箇所】吉野郡十津川村滝川
【工 期】Ｒ6.１１.１５～Ｒ７.3.５ 【工事延長】３２０ｍ（約７，８００ｍ3を撤去済）

平成23年の台風１2号以降、大量の土砂が河川内に流入・堆積し、洪水により氾濫する恐れがある。
洪水を河川内で安全に流す対策として、堆積土砂の除去工事を実施している。また、追加の処分地の確保が重要な課題
となっており、新たな処分地設置の検討を進めていく。
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工事前（Ｒ6年度実施箇所） 工事後（Ｒ6年度実施箇所）

なし連携機関奈良県（五條土木事務所）取組機関

No.１ 洪水を河川内で安全に流す対策に関する事項（堆積土砂撤去）取組内容

様式２



共通 ・ 国管理区間 ・ 県管理区間

奈良県の令和６年度の取組状況

◎取組概要

◎実施概要・位置図
【工事名】神納川 堆積土砂撤去工事 【工事箇所】吉野郡十津川村五百瀬
【工 期】Ｒ6.１１.2５～Ｒ７.3.１４ 【工事延長】１９３ｍ（約9,2００ｍ3を撤去予定）

平成23年の台風１2号以降、大量の土砂が河川内に流入・堆積し、洪水により氾濫する恐れがある。
洪水を河川内で安全に流す対策として、堆積土砂の除去工事を実施している。また、追加の処分地の確保が重要な課題
となっており、新たな処分地設置の検討を進めていく。

9

五條土木事務所

工事前（Ｒ6年度実施箇所（工事中）） 工事後（Ｒ6年度実施箇所（工事中））

なし連携機関奈良県（五條土木事務所）取組機関

No.１ 洪水を河川内で安全に流す対策に関する事項（堆積土砂撤去）取組内容

様式２



共通 ・ 国管理区間 ・ 県管理区間
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紀の川ダム統合管理事務所の令和６年度の取組状況

◎取組概要
・目 的：猿谷ダム試行運用は、下流の洪水被害の軽減

を図るため、あらかじめ空き容量を確保して
洪水時の放流量を低減することを目的とする。

・貯水池管理：試行運用期間 9月1日～10月31日
※上記期間において、これまで大きな洪水が
発生しており、利水への影響の無い範囲で
目標水位を設定

期間①（9月1日～9月15日）
426mを目標に水位維持し貯水位の管理を行う

期間②（9月16日～10月31日）
426mを超えている場合に、
次のいずれかの条件に該当する時に、
426mを限度として貯水位を低下させる。

（事前放流）
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連携機関紀の川ダム統合管理事務所取組機関

猿谷ダム試行運用の実施取組内容

様式２

○条件
一 台風の中心が、東経128度から138度の間で北緯24度以北に達し、
猿谷ダムに接近が予想され、かつ、気象庁MSM数値予測モデルの
予測雨量と実績雨量による一連の雨量の9時間累積雨量が130mm
を超えると予測されるとき

二 猿谷ダムの最大流入量が毎秒1,000m3/sを超えると予想されるとき
三 気象、水象その他の状況により、所長が必要と認めたとき

○令和６年度試行運用期間の貯水池運用状況

試行運用期間の猿谷ダムの貯水池運用

EL426.0ｍを目標として
貯水位を管理（9/1～9/15）

施行運用期間（9/1～10/31）9月1日 目標426mに
向けて貯水位低下



共通 ・ 国管理区間 ・ 県管理区間

紀伊山系砂防事務所の令和６年度の取組状況
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なし連携機関紀伊山系砂防事務所取組機関

熊野川上流部における紀伊山系直轄砂防事業の取組状況取組内容

様式２

◎取組概要 熊野川本川に流入する土砂流出抑制による土砂・洪水氾濫対策（例：十津川村栗平地区、神納川流域）
• 平成23年紀伊半島大水害にて発生した河道閉塞及び土砂生産が活発な荒廃渓流において、砂防堰堤等を整備することにより、
下流での土砂・洪水氾濫による被害を防止するとともに、熊野川本川への不安定土砂の流出を抑制する。

• 自治体と連携し、小学校等で防災に関する出前講座を
行うことで、土砂災害対策を自分事化し、防災意識の向
上につなげる。

地域主体の防災活動の確立に向けた取組

神納川流域対策状況（小井谷2号砂防堰堤）

栗平地区対策状況（2号砂防堰堤）

荒廃状況

栗平
地区

神納川
流域

模型を使った土砂災害のメカニズム説明

十津川村での取組事例十津川村での取組事例



共通 ・ 国管理区間 ・ 県管理区間

奈良地方気象台の令和６年度の取組状況

◎取組概要
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下北山村連携機関奈良地方気象台取組機関

㉙教育、啓発活動の実施取組内容

様式２

ケーブルテレビの自治体チャンネルを利用した
気象台の情報発信・普及啓発

〇実施期間： 令和６年７月～ 下市町で開始
８月末 台風第１０号接近時の臨時版を放送

（下市町・川上村）
令和７年２月～ 下北山村で開始予定

〇放送内容 ・南海トラフ地震への備え
・熱中症予防
・台風第１０号への備え
・気候変動

工夫した点
①台風接近前に注意・警戒すべき点を住民に周知、呼びかけ

②放送するスライドの文字を大きく、わかりやすい言葉で資料作成

③気象台からの季節のトピックやイベントのお知らせを放送し、気象台の
取組みを幅広い年代に周知

▼台風第10号接近時の臨時版

▼気候変動について情報発信
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